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瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の起源に関する1つの提案
玖珂層群とは別の地質単元から由来した黒雲母片麻岩がある
AsuggestionontheonglnOrbiotitegneissesortheRyokebeltinthe
SetoInlandSea(Seto-nai-kai)region:Somebiotitegneisses
werederivedFromadirrerentgeologlCunittotheKugagroup
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TIleKugagrouplSaJurassicaccretlOnalcomplexthathasbeenbelieyedbymanyworkerstobea皿 que
geologlCuni=ransrom edintotheRyokegneissesintheSetoIdandSeareglOnJwillnowsuggestthepresenceora
differentgeologlCunitlnadditiontotheKugagroup.MostoftheblOtitegneissesfoundattheIwakuni-Yanaiareaare
probablyderlVedfromrocksortheKugagroup,buttherestbiotitegneissesthatoccur1mtheMurotuPeninsula,the
Yashiro-Jlma,theE-no-shlma,andtheotherseveralislandsintheSetoInlandSeareglOnWerederivedfromaun-
knownandadlfferentgeologlCunittotheKugagroup･
SomepleCeSOfevldenceprovingthedistinctoriglnOfthelatterbiotitegneissesare.(I)thebiotitegneisses
commonlyoccurassmalltolargefusiformbodiesgenerallyenclosedintheolderRyokegraniteoraslargemasses
contactlngOnlywiththeolderRyokegramte;(2)tightfoldswithparallelaxialsulfacesareyerycommon,anddupli-
Catedfoldsystemsareroundlnmanylocalities;(3)microtexturesorsomeminerals,e.g.gametandK-feldspar,often
suggestapluralmetamorphlChistoryofthegnelSSeS(Nurekietal,1982a;Miyashita良Komatsu,1993),and(4)the
sillmanitezone(lkeda,1991;Okudairaetal.,1993)isonlyametamorphiczonethatcanbefound.Thesi11ma11te
zoneisInterpretedtobeexcludedfromtheprogressIVemetamorphisminthelwakum-Yanaiarea(Walisetal･,1992)
BIOtitegnelSSeSOrthesllimaI山ezoneareroundhereandthereandshownozonala汀angementOrdistlibu-
tlOnlntheRyokebeltTheestlmatedmetamolphlCtemperaturesandpressuresforthebiotitegnelSSeSOrtheslllman-
1tezoneare5301710oCand2-4kbrespectively,bothofwhlCharelowerthanthoseofthepeakmetamorphism,
estimatedas550-820oCand5-6kb,atthelwaku皿-Yanaiarea_
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SetoInlandSeareglOn
1. まえがさ
山口県東部,岩国一柳井地域の領家変成岩類の源岩地
質単元はジュラ紀付加帯である,と考えられるように
なってからすでに久しい (東元 ･ほか,1983:西村 ･ほ
か,1985;早坂,1987;Watanabeetal,1987;高見 ･ほか,
1990)｡ 現在では非常に沢山の人がそう信じている｡し
かし,私はかなり以前から.山口県東部のみならず,瀬
戸内海の砕屑岩源領家変成岩類には,源岩を異にする少
なくとも2つの地質単元がある,と考えてきた｡源岩地
質単元は3つかもしれない｡この考えは,新しい化石の
産出や岩石の年代測定によるのではなく,主に岩石学的
な立場からの推定である｡
小島 ･岡村 (Kojima&Okamura,1968)は山口県屋代
島の古期領家花嗣岩中から正片麻岩と変成岩脈を見出
し.領家変成岩類の基盤岩の一部が存在することを初め
て示唆した｡その後,私が領家帯の斑れい岩類が領家花
尚岩類の活動とは無関係な火成岩体であることを主張
(濡木,1979)したり,瀬戸内海の塩飽諸島 (濡木 ･ほ
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か,1982a)や健灘の領家片麻岩類 (濡木 ･ほか,
1982b)が柳井地域の領家片麻岩類に比べて特異な岩石
構造を持っている事を特に強調したのは,小島に触発さ
れた仕事であった｡瀬戸内海地域の領家帯の研究を通じ
て,私は,領家帯の内でも瀬戸内海地域には岩国一柳井
地域の岩石とは起源と歴史を異にする変成岩が混じって
いるのではないか,と考えるようになった｡
山口県東部の岩国一柳井地域の黒雲母片岩類と黒雲母
片麻岩類は確かに連続して露出しているので,1つの連
続した地質体であると考えるのはごく自然な結論であろ
う｡しかし,詳しく調査すると,これらの両岩類は層序
的に完全には連続していないと考えることもできる｡ま
た,黒雲母片麻岩は岩国一柳井地域中央部の由宇川流域
に貫入した領家花尚岩によって2分されているので,由宇
川流域の北側と南側の片麻岩は,あるいは,別単元の岩
石であるかも知れない(Nurekiet a1.,1992)｡こう見てく
ると,岩国一柳井地域の砕屑岩源領家変成岩類の源岩地
質体を単純に1つと頭から信じるのは疑問で,2つの地
質単元に分かれる可能性もある,というのがこの報文の
第一の主張である｡
次に,岩国一柳井地域より南方の地域である室津半島
(宮下 ･小松,1993)や屋代島 (Ikeda, 1991)の一部,
さらに東方の瀬戸内海の諸島 (濡木 ･ほか,1982a,
1982b)に点々と分布する黒雲母片麻岩の多くは,いず
｡♂
第1図 岩国一柳井地域領家帯位憂図.
1:新生代安山岩類
2:非変成岩 (玖珂層群)
3:領家変成岩
4:三郡変成岩
れも古期領家花尚岩の捕獲岩あるいは捕獲岩体様に産出
し,また,片麻岩の岩石構造は著しく複雑である,とい
う共通の特徴がみられる｡これら特異な片麻岩類の源岩
は岩国一柳井地域に分布する片麻岩類の源岩とは異なる
地質単元のものであろう,という提案がこの報文の第二
の主張である｡
この報文では'古領家帯" (市川,1970),あるい
は,"先領家基盤岩" (端山,1987)の概要について直接
には触れない｡それは古期領家花尚岩に捕獲された岩片
がジュラ紀付加帯の下位に位置する地質体から由来した
可能性は十分に高いが,この下位の地質体の地質学が私
にはまだうまく説明できないからであるOなお,この報
文で用いる岩国一柳井地域は山口県東部の岩国市から柳
井市北部-かけての地域(第1図および第5図)を示し,山口
県の島峡部や柳井市南部の室津半島地域は岩国一柳井地
域に含めていない｡
2. 瀬戸内海地域領家帯の分布範国
この論文では瀬戸内海地域を播磨灘以西一周防灘の範
囲に限る｡また,いま問題にする分布範囲は領家帯の帽
についておもに考える｡
領家帯の帽は,領家帯を特徴づける変成岩,花尚岩,
ほんれい岩などの分布する範囲によって決められる｡領
家帯では変成岩に比べて花南岩の分布が圧倒的に広く,
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第2図 岩国一柳井地域における領家変成帯の変成分帯(NurekietaI.,1992).
変成岩の分布は限られている｡そして,変成岩の分布地
域では,どこででも連続的な変成分帯が可能なわけでは
ない｡瀬戸内海地域で"変成苛"と呼べる広がりが認め
られる地域は岩国一柳井地域のみである｡
岩国一柳井地域の領家帯は,今まで種々分帯され,
従って色々な岩石名で呼ばれてきた｡最近の例では,東
元 ･ほか(1983)は雲母片岩帯と縞状片麻岩帯の2帯に分
けており,他方,池田 (Ikeda, 1991)は緑泥石 ･黒雲
母帯,黒雲母帯,葦青石 (Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ)帯の3帯に,濡
木 ･ほか (Nurekleta1.,1992)はⅠ-VI帯の6帯に分帯
している｡前者は岩石構造を重視し,後2者は鉱物組合
わせを重視した命名である｡この報文では実質的に東
元 ･ほか (1983)の分帯に従い,両帯をそれぞれ黒雲母
片岩帯と黒雲母片麻岩帯,また,両帯の砕屑岩源変成岩
をそれぞれ黒雲母片岩と黒雲母片麻岩と呼ぶことにす
る｡
第2図は岩国一柳井地域の砕屑岩源変成岩の鉱物組合わ
せによる分帯 (Nurekieta1.,1992)である｡第2図のIII
帯とⅢ-Ⅵ帯の岩石がそれぞれ黒雲母片岩と黒雲母片麻
岩にあたる｡前者と後者のグループの著しい違いは,カ
リ長石が後者に含まれ,前者に含まれないことである｡
この地域では,変成岩の変成度は北から南-向かって上
昇している｡従来,黒雲母片岩帯の北限は岩国断層で断
たれ,その北側に黒雲母スレー ト帯 (小島 ･岡村,
1952;東元 ･ほか,1983)が続いていると考えられて
いる(第3図)｡黒雲母スレート帯の岩石は,黒雲母片岩に
比べてスレート努閑の発達が弱く,さらに北方の"非変
成岩"-移化している｡しかし,スレート中の黒雲母は
広島花尚岩の接触変成作用によって形成されたものと考
えられる(Nurekieta1.,1992)ので,黒雲母スレートという
名称は適当ではない｡元来,岩国断層以北の岩石は領家
帯に含めないで,古くは一括して,領家外縁帯 (小島･
岡村,1952)と呼ばれていた｡現在では,黒雲母スレー
ト帯の岩石や非変成岩は'丹波+超丹波帯" (Ishlgaet
a1.,1986:早坂,1987;Watanabeeta1.1987: 鈴木 ･ほ
か,1988)として一括されている｡
"丹波+超丹波帯"の非変成岩は山口県徳山市付近に
は分布していない｡山口県における領家帯の西端は末武
川断層を隔てて三郡変成帯に接しているが,この断層は
北部では非変成岩を断ち,南部では黒雲母片岩帯を断っ
ている (第4図,第9図)｡徳山市以西の領家帯は海中に
没し,委細は判らない｡
瀬戸内海地域における領家変成岩類の岩石学的研究
は,岩国一柳井地域を除けば,まだあまり進んでいない
ので,この論文では,変成岩類の岩石構造と鉱物組合せ
を目安にして,黒雲母片岩と黒雲母片麻岩を区別した｡
瀬戸内海地域では,領家帯の北限は黒雲母片岩,黒雲
母片麻岩,領家花尚岩の何れかの分布範囲によって決め
られているが,黒雲母片岩と"丹波+超丹波帯"の岩石
との境は一般に明確ではない (第4図)0
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第3図 岩国地域の岩国断層以南の源岩地質図.
窯元･ほか (1983)の第6図の一部を簡略化o
領家苛に古期と新期の2グループの花南岩が産出する
ことは早くから知られている (Kolde,1958)が,瀬戸内
海地域にはもう1つ,広島花尚岩類と総称されるグループ
が含まれるO古期領家花尚岩は明瞭な片麻状構造を特徴
とするが,新期領家花尚岩は片麻状構造が一般に弱く,
多くの露頭で塊状に見える｡領家花尚岩に含まれるカリ
長石は常に無色であり,他方,広島花尚岩類のカリ長石
は殆ど常に淡紅色-淡褐色を里するので,領家花尚岩は
広島花尚岩類から容易に識別されるoこれら3系列の花
尚岩類は,約82-93Ma (Rb-Sr年代, Kagamletal‥
1988)なので,この3者は放射年代値によっては区別でき
ないが,3者の産状は明らかに異なっている｡瀬戸内海鳥
峡部における黒雲母片岩の分布はほぼ例外なく新期領家
花尚岩の分布範囲内にある｡
領家帯に独特のほんれい岩が存在する事はかなり以前
から指摘されている(濡木,1979;田結庄 ･ほか,
1989)｡領家帯のはんれい岩は領家花尚岩類と一緒に逆
入しているが,岡山県西部では例外的に"丹波+超丹波
帯日に逆入している例 (光野 ･杉田,1979)があるので,
はんれい岩の分布は領家帯の範囲を決める厳密な目安に
は使えないO
次に,領家帯の南限は,従来,中央構造線までと一般
に考えられているし,私もそのように考えている｡しか
し,中央構造線の北側には白亜紀和泉層群が広く分布
し,その下位の岩石は地上に露出していないので,領家
帯がどこまで広がっているのか詳細は判らない｡例え
ば,香川県東部では和泉層群に接しているのは白鳥花尚
岩 (広島花南岩類の1つ)であって領家花南岩ではなく
(沓掛 ･ほか,1979),ここでは領家帯が中央構造線まで
続くとほ言い切れない｡領家帯の南限が領家花尚岩で終
わるか,あるいは広島花尚岩で終わるか,まだ疑問が残
されている｡
3. 岩国一柳井地域の黒雲母片岩と黒雲母片麻岩
の関係
この地域では濡木 .ほか (Nureki etal‥1992)のⅠ･
Ⅱ帯の黒雲母片岩とⅢ-Ⅴ帯(由宇川流域の北側)の黒霊
母片麻岩は断層を挟んで接触しているが,Ⅴ帯とⅥ帯(由
宇川流域の南側)の黒雲母片麻岩は領家花南岩類によっ
てさえぎられ,連続していない(第5図)｡岩国一柳井地域
の例によると,黒雲母片岩と黒雲母片麻岩の肉日艮的な違
いは岩石の粒度と岩石構造である｡片岩は非常に細粒
で,かつ片状であり,片麻岩は中一租粒で塊状である｡
鏡下では岩石構造の違いは明瞭である｡岩国一柳井地域
以外の地域でも片岩と片麻岩の粒度は明らかに異なって
いる｡変成岩の粒度の違いは源岩地質体の異同と直接の
関係はないが,後述のように,領家帯の片岩と片麻岩を
識別する基準の1つにはなりうる｡
3.1. 由宇川流域北側の変成岩類
3.1.1. 粒度の遠い :黒雲母片岩は広域にわたって広
島花南岩類の接触変成作用を受けている (Nurekleta1.,
1992)ので,岩石の粒度は多少変化したであろうが,変
化の様子は一般に認めにくい｡ただ,花尚岩との接触部
から数10mの範囲内の黒雲母片岩は僅かに租粒化し,岩
石の片状構造が消え,石英の格子構造の配列が不規則に
なっている (Nurekl,1960)｡ また,Ⅲ･Ⅳ帯の黒雲母
片麻岩の一部も,新期領家花尚岩による接触変成作用を
受けている (Nurekl,1974;Nurekieta1.,1992)が,接触変
成作用を受けなかった岩石に比べて,粒度変化は認めに
くい｡
接触変成作用の影響が少ないと考えられる ト -Ⅴ帯の
泥質岩源黒雲母片岩 ･片麻岩中の珪質部分や,これらと
互層 しているチャート起源の珪質岩の石英粒について,
見かけの粒度を求めた｡粒度分析に用いた薄片はリ二
第4図 瀬戸内海播磨灘以西地域の地質概噂図･ 1和泉17群 2丹波帯(玖珂TI群非変成相を含む)3舞鶴帯 4-6領家変成岩頬(4黒雲母片岩 5黒雲母
片麻岩 (ltT～Vl帯) 6黒雲母片麻岩 (SiHimanitezcne))7はんれい岩 8地質単元沫界 (TR丹波帯一領家帯 MT舞輯軒 丹波帯) 9魚雲母片麻岩分布域
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第5図 岩国一柳井地域領家帯源岩地質図. 1第四系 2広島花満岩 3&4新期領家花崩岩 (3清花
崩岩 4木部花高岩)5古期領家花南岩 (蒲野花南閃緑岩) 6-9玖珂F群 (6泥質岩 7チャー ト
8秒質岩 9石灰質岩)
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
エーションに直角あるいは直角に近い角度で岩石を切断
し,作成したものである｡岩石はいずれも等粒状組織な
ので,岩石の切断方位が多少異なる岩石薄片を用いて
も,分析結果に大差はないと予想される(Nurekl.1960)0
粒度分析はLelZ社製積算計(IntegratlOIStlSCh)を用いた｡
標本の採取地点と分析結果は第6図に示されている｡第6
図の図表上のポイントは,Ⅰ帯､V帯の相互の境界を挟
んで.標本の採取地点の遠近の順に,機械的に等間隔で
石英の平均粒度が並べられている｡
第6図によると,Ⅰ帯とⅢ帯の石英の粒度にはほとんど
差がない(,Ⅲ帯の片麻岩のうち,北部のIl帯との境界に
近い4ポイント(第6図のⅢa)の粒度は, 1例を除いて,
Ⅱ帯のものと大差がなく,Ⅲ帯の南部の5ポイント(第6
図のIIb)はⅣ･V帯のものとほとんど差がない,〕ulaの
岩石の平均粒度はⅢbのものに比べて著しく小さく,Ⅲ帯
内に於ける不連続的な粒度変化が予想されるO野外では
Ⅱ帯からⅢ帯-の移 り変わ りが数m-20mの範囲で起
こっている｡片岩と片麻岩の粒度の平均値は下のように
なる.
変成分帯 分析個数 平均 (mm) 標準偏差 (mm)
Ⅰ+Ⅱ 12 0.03 001
ma 4 005
Ⅲb+Ⅳ+V 9 017 008
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29
30 濡 木 輝 -
第6図のⅢaとⅢbの石英の粒度の差は,次節で説明す
るように,源岩の岩石構造と密接な関係があると考えら
れる｡
さらに,Ⅲ帯の岩石の石英粒度がⅠ･Ⅱ帯とⅣ･V帯
の中間の値であることは,岩国一柳井地域の領家変成作
用は前期の片岩形成作用に後期の片麻岩形成作用が重複
したものである,という濡木(Nureki,1960)の主張と矛盾
しない｡
3.1.2. 源岩の岩相の特徴 :次に黒雲母片岩と黒雲
母片麻岩の源岩の岩相の特徴を比べてみる｡
玖珂層群はジュラ系を主とする付加帯 (丹波帯)の一
部と言われており,山口県東端の東西 ･南北それぞれ約
30km の範囲に分布している｡従来の研究 (束元 ･ほ
か,1983)によると,岩国一柳井地域の玖珂層群のうち
領家変成岩に変化した地層は,上位から下位-,空山泥
岩層,米山チャート層,六呂師泥岩層,小泊チャート
層,銭壷山層にわけられ.これらは整合的な関係にある
と説明されている (第3図)｡ このうちの主な地層は米
山チャート層 (約200m程度),六呂師泥岩層 (約400m
程度),銭壷山層 (約850m程度)で,他の地層は薄い｡
前2者は由宇川流域の北側に分布し,銭壷山層は同流域の
南側に分布している｡
チャート層はいずれも縞状チャートで,岩国一柳井地
域内では珪質/泥質縞の帽やその他の特徴の著しい変化
は見られない｡ 米山チャート層は層状マンガン鉱床を
伴うのが特徴である (東元 ･ほか,1983)が,層状マン
ガン鉱床は主にⅠ･江帯 (片慧帯)で認められ,かつ,
含マンガン層は数箇所で局部的に付随しているに過ぎな
いので,マンガン層が何処ででも好い鍵層になるとは限
らない｡)さらに,米山チャート層が片岩帯から片麻岩帯
-,特にⅣ帯の氷室岳まで連続するという考え (東元 ･
ほか,1983,'第3図)には具体的な根拠がないoいま仮
i)に,米山チャート層が片岩帯から片麻岩帯-連続して
いると仮定すると,層厚僅か200m程度の米山チャート層
が,地下のほぼ同じレベルで,種々の鉱物組合わせの岩
石に変成されたことになる (第2図)｡岩国一柳井地域の
領家帯の温度構造と岩相層序が,このように著しく斜交
していた,と考えるのは硯実的ではない｡
黒雲母片岩帯の北部から南部-かけて広く分布する
チャート層は,黒雲母片麻岩帯との境界でNE,EWおよ
びNS系断層によって連続を断たれる (第5図)｡NE系断
層の南東側の片麻岩化したチャート層は南の通津断層ま
で分布するが,通津断層の南側のチャート層の下位に
は,小規模のレンズ状砂岩層を多く含む泥質岩の層準が
認められる (第5図)｡砂岩層はチャート層に挟まれるこ
ともある｡これらの事実は米山チャート層がⅡ帯からⅢ
帯へ さらに通津断層を越えて南方の氷室岳まで連続し
てはいない事を暗示している｡
一方,六呂師泥岩層は泥質岩を主とし,片岩帯 (I･
Ⅲ帯)では砂質岩に乏しく,硬質泥岩層をしばしば挟ん
でいるが,片麻岩帯 (Ⅲ--V帯)では砂質岩の薄層やレ
ンズを多数含み,傑質泥岩を全く含んでいない｡これら
の情報は,六呂師泥岩層のうちの片岩化した層準と片麻
岩化した層準は,源岩の岩相特徴が異なっている事を暗
示している｡また, Ⅲ -Ⅴ帯の六呂師泥岩層には,例え
ば岩国市本呂尾,同市兼丈,同市岩国ゴルフ場南方の峯
山東山麓 (ここは転石?),周東町氷室岳東方の山地な
どで見出されるように,露頭範囲の規模で複雑な流れ摺
曲を示す岩石,あるいは部分的にアグマタイト様岩石
が,殆ど稽曲していない岩石の間に混在 して時々現れ
る｡この稽曲していない周囲の岩石の成層状態はよくな
い例が多いが,まだ野外の資料が充分ではない｡この流
れ稽曲を示す岩石の一部である兼丈や峯山東山麓の岩石
は,片麻岩中に貫入した長野ミグマタイト (okudairaet
a1.,1993)の一部である,と考えられているOこの特異
な構造をもつ岩石群は,1つの層準に沿って分布してい
るらしいので,私はこれらの岩石を泥質岩中のオリスト
リス (01StOlth)であろうと考えている｡もし,オリスト
リスであるとすれば,このような疑いのある岩石は片岩
帯からは兄い出されていない｡
私の考えでは,Ⅰ帯のチャート層はⅢ帯-ほ連続して
いない｡私は,由宇川流域よりも北側地域のチャート
は,片岩帯に1つ,片麻岩帯には小泊チャート層を含めて
2つ,全部で少なくとも3つの層準に分かれると考えてい
る (第5図)0
3.1.3: 地質構造と岩石構造 :まず,岩国一柳井地
域の北半分,由宇川流域の北側の黒雲母片岩帯 (Ⅰ-Ⅱ
育)と黒雲母片麻岩帯 (Ⅲ-Ⅴ帯),特にⅡ帯とⅢ帯の
境界附近の岩石について重点的に記述する｡
黒雲母片岩帯と黒雲母片麻岩帯 (Ⅰ-Ⅴ帯)の大構造
は,ゆるやかな背斜と向斜の繰り返しで,地層の包細面
はほぼフラットか北-低角度で傾斜していると推定され
る(Nurekl,1960)｡片岩帯に於ける大構造の軸方位はE一-
ENE-低角度で突っ込み,東端部で少し高角度になる
(Nurekl,1960)｡片麻岩帯の大構造の軸方位については
詳しいことは判っていないが,片岩帯とほぼ同じらしい
瀬戸内海地域領家符のAlt空母片麻岩の源岩
第7図 岩国一柳井他は諸家帯における黒雲母片岩と轟雲母片庶岩の代表的な組織･f六道
tA)黒雲母片岩 (I頚木No7113 22 7 岩Ei)市火打岩).CpenNICds.ScaJcO2mm
(ら)黒雲母片麻岩日手本No56-1ト28-2.岩国市本呂尾).CrossedN･co)S･Scale02rTlm
Q]文書石 Bl黒雲母 Mu白雲母 Pl斜長石 CLz石英
(Nurek'1960).
黒雲母片岩と黒革母片麻岩の線構造の方位はE-EWE
方向に紘まっており,時相の異なる摺曲構造の重複は見
られない(Nurekl.1960)｡チャー ト起淵の片岩 片麻岩の
層理両は 泥餌岩 珪質岩の縞模様として.常に明瞭に
追跡される｡片岩苛のチャート層には層内描曲と複雑な
形のm]げ楢曲がiUI著に発速している｡小鰭曲軸面は一般
に湾曲し,お互いが平行ではないが.摺曲軸の方位は諸
所範雌でほほ一定である(NurekL1960)｡チャ-ト層坤の
泥貿縞にはごく稚な例を除けば.ちりめんじわラ引岸J
(crenulaLIOnCIcavage).或いは ちりめんじわ機微補曲は
発達していない｡他方.片麻岩帯のチャート層には層内
描恥があまり発達せず,糊いた単純な形の曲げ摺脚が多
い.また,砂岩は常に塊状である｡
泥質岩淵の盟宏母月岩とDほ 母片麻岩の小構造の特徴
は著 しく対日rl的である｡鎚妻母片岩には.殆ど例外な
く.ちりめんじわ労閑か,ちりめんじわ摺曲の何れかが
発速 しているが.局部的な例外を除けば 盟空母片麻岩
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第8図 岩国一柳井地域のl･H帯とH帯の境界部付近における岩石学的特徴の変化.(A)岩石中の微
小構造の速い.(B)カリ長石を含む岩石と含まない岩石の分布. ①～③ (斜線部)はl･H帯の 岩
石構造を伴い､‖帯の鉱物組合せを持つ部分 (詳しい説明は本文ト
にはちりめんじわ稽曲は認められず,緩やかな曲げ稽曲
が普通である(第7図,第8図(A)｡第8図(A)には線構造に
直角ないし高角度に切断した岩石薄片を調べた結果が示
されている｡.
岩国一柳井地域の黒雲母片岩と黒雲母片麻岩の明瞭な
違いはがノ長石の存否である(第2図)｡黒雲母片麻岩中の
カリ長石は顕微鏡下で一般に,容易に識別されるが,特
に細粒な岩石では識別が困難なので,カリ長石の存否
と.その結晶構造を調べる目的で,約 30個の岩石標本
が示されている｡
第8図の(A)と(B)を重ねると,前者の①-③の斜線部
分以外は,片岩は片岩の,片麻岩は片麻岩の小構造を
持っている｡第2図で明らかなように,広島花尚岩類によ
る接触変成作用では最高変成度の岩石でもカリ長石が形
成されなかったので,①-③の斜線部分は片岩の小構造
を持ち,かつ,カリ長石を含む岩石(-ちりめんじわ努閑
をもつ片麻岩)からなる領域である｡片岩と片麻岩の対
照的な小構造を示す2種の岩石は,岩国市火打岩南方
(H地虎)では断層を境に,同高照寺山 (K地点)の東
側と西側には確かな露頭はないが約20m隔てて,急に移
化する｡恐らく,片岩帯と片麻岩帯の境界は本質的には
断層関係である｡しかし,石英の粒度分析からほ,上述
の様に,むしろ漸移関係が予想される｡
第6図のⅢaに纏めた4試料のうち2試料は②の領域
内,他の2試料は① ･③領域外のⅡ帯にごく近い地点か
ら得た試料である｡また,Ⅲaの黒雲母片麻岩は新斯領家
花尚岩による高温の接触変成作用を受けていない地域の
の岩石はいずれも細粒であるが,一般に,Ⅱ帯とⅢ帯の
岩石の粒度には肉眼で容易に識別できる程度の違いがあ
る｡これらの事から,Ⅱ帯と同じ岩石構造を持つⅢ帯の
①-③の部分は片麻岩形成作用(gneiss-formlngmetamOr-
phlSm)を蒙ったⅡ帯の岩石であり,従って,片麻岩形成
期には小構造の異なるⅡ帯とⅢ帯の地質体はすでに接触
していたと予想される｡変成岩類の大構造から推定し
て,Ⅲ--V帯の片麻岩類はⅠ･Ⅱ帯の片岩類よりも下位
層準の岩石であろうが,前者は後者が片岩形成作用
(schlSt-formlngmetamOrphlSm)の際に蒙った摺曲運動を
免れている｡もし,源岩層がⅡ帯からⅢ帯-層序的に連
続していたとすれば,片岩形成期の稽曲運動は下位のⅢ
帯の源岩層にも普及したと考えられるが,両構造の漸移
部は兄い出されない｡そこで,Ⅱ帯とⅢ帯の間には断層
が予想される｡
他方,北部の片岩類の摺曲軸や線構造の方位は,南部
の片麻岩類の線構造要素の方位と調和的なので,領家変
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
第9図 山口県南東部における領家片麻岩の分布域 (山口県地質図､村上 ･ほか､1988). 黒雲母片麻岩(1)二
岩国一柳井地域の (～Vl帯に属する岩石. 黒雲母片麻岩(2):未調査地域の岩石･ 黒雲母片麻岩(3)●si=manite
zoneに属する岩石･ Hi日見岬 Ka櫨取岬 Kr黒鳥 Ku黒埼 Na長崎 Ta田ノ尻鼻
成作用の片岩形成期から片麻岩形成期を通じて,2つの地
質体全体が一連の応力下に置かれていた可能性は否定で
きない｡
岩石構造が急変する理由として,次の2つの場合が考
えられる｡1つは,Ⅰ-Ⅲ帯とⅢ-Ⅴ帯の地質体は別の
地質単元のもので,片岩形成期には互いに離れていた場
合であるo他は,2つの地質体の漸移部がかって存在して
いたが,片岩形成期と片麻岩形成期の間に起きた断層運
動によって欠落してしまった場合である｡
Ⅰ帯からV帯-かけて,変成岩類の源岩の特徴が著し
く異なる事を暗示する資料が得られないので,すべての
源岩は玖珂層群の一部と考えられる｡そこで,上の2番
目の考えが妥当なようであるが,両帯の間の,どのよう
な地質体がどれほど欠落したのか,現在その痕跡は見当
たらない｡
3.2. 由宇川流域南側の変成岩類
3.2.1. 銭壷山居の岩相特徴 :岩国-柳井地域北半
部 (由宇川流域よりも北側)の玖珂層群は泥質岩と
チャートを主とし,副次的に砂質岩を伴うのに対し,同
地城南半部 (由宇川流域の南側)の銭壷山層はチャート
と砂質岩を主とし,副次的に泥質岩を伴う(第5図)0
チャートは縞状 (-片麻状)構造が明瞭で,しばしば数
センチ-一数メートル帽の泥質岩層を挟んでいる｡見かけ
帽200メートル前後の泥質岩層が最も厚く,その上位の
チャートを主とする地層の間には数個の大理石レンズを
挟む1つの層準が広域にわたって認められる (第5図)0
この大理石レンズの層準は鍵層として重要である｡
銭壷山層を源岩とする黒雲母片麻岩は岩国一柳井地域
に於ける最高変成度の岩石で,濡木 ･ほか (Nureklet
al‥1992)のⅥ帯,池田(Ikeda,1991)の 垂青石-Ⅲ帯 (
cordierite-Ⅲsubzone)に属する｡乙部 (1985),濡木 ･
ほか (Nurekleta1.,1992)は,大理石レンズの下位にある
泥質岩層の上面を境に,その上位 (-外側)の片麻岩類
をⅥa帯とし,泥質岩層とその下位の (地質図上で泥質岩
33
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に上って囲まれた)片麻岩類をWb帯とした｡地質図上
で.＼11)帯は＼′1a帯によって完全に囲まれている(第6)図.
NurビklLゝTEl1.If)uコ).＼1h帯の岩石は.地質構造から推察
して,岩国一柳井地域の最下位の層準に相当すると考え
∴ト~_:､
322 誌壷山層の分布と所属 :銭壷山層はほぼ完
全に領家花尚岩煩 (蒲野花南関縁岩と領家新期花園岩)
に囲まれている (第5回),J領家古期花尚岩類の分布域に
は 拝質片麻岩からなる多数のレンズ状岩体が花尚岩類
の片麻状構造に整合的に発達している(第5図,第9図)0
これらのレンズ状岩体の岩相と岩石構造は銭壷山層のも
a)と同じなU)で.ンンズ状岩体は享)ともと銭壷山層の一
部であったと考えてもよい一,銭壷山層の西方延長は柳井
市の西の大和町で終わるが,珪質片麻岩レンズは更に西
方U)光市にも分布している (第9図)oLかし,珪質片麻
告と領家古期花尚岩類は,光市を流れる島田川の西側に
:i分布しておらず.島田川以西の光市,卜松市地域には
異雲母片岩と広島花尚岩類しか現れない (村上 ･ほか,
1988),､
車JL,山口県東部において.岩相の似ている変成岩が
同じ源岩地質体から由来したと考えれぼ 下松市の黒雲
母片岩は岩国-柳井地域のⅠ･[帯の黒雲母片岩と同じ
玖珂層群に属する,と言える｡.また,小泊チャート層と
鏡壷山層は領家花尚岩体によって隔てられてはいるが,
最も接近して分布しており,岩相,小稽曲構造ともによ
く似ているので.銭東山層が玖珂層群に属する可能性は
高いOもしそうならば,次項で説明するように銭東山層
(Ⅵ帯)は ドー ム状構造をなしているので,層序的には
小泊チャート層 (V帯)よりも下位の層準に当たる｡
結局,Il､V帯の源岩とⅥ帯の源岩が一連の地質体に
属すると主張できる確かな根拠はないが,従来考えられ
てきた (東元 .ほか,1983)ように,それらが一連の地
質体である,と考えても矛盾はない0
3.2.3. 銭壷山層の地質構造 :Ⅵ帯の黒雲母片麻岩
は租粒なため,構造要素としては小橋曲軸と片麻状構造
㈲hatlOn)の方位が測定されるに過ぎない｡片麻状構造に
よると,色々な規模のうねりないし両翼の開いた稽曲が
常に認められ,両翼の閉じた稽曲は少なく,また,ちり
めんじわ努開 (crenulationcleavage)を伴う複雑なスタイ
ルの摺曲は発達していない｡Ⅵ帯の岩石分布を見ると,
柳井地域の東半部の岩層 (主にⅥa帯)は北東方向に,西
半部の岩層 (Ⅵa帯+Ⅵb帯)は東西方向に伸びており,
中央部 (-Ⅵb帯の東端,坂川附近)で大きく湾曲してい
る(第5図,節()図)｡,
小橋曲軸の方位は.東半部と西半部では平均的に異な
り,それぞれ東北東と丙-落としているし,中央部附近で
は軸方位が乱れ,平均的に低角度で, ･椴的な方位は決
められない (Nurekl,1960)o露頭規模では小稽曲軸の方
位と中規模摺曲の軸方位がほぼ平行なので,小稽曲軸の
方位の広域的変化から大構造を予想すると,11帯は背斜
構造の中央部が湾曲と共に盛り上がった1つの緩やかな
ドー ム扶背斜構造をなしている (Nurekl,1960)｢,この
ドー ム状背斜構造による浮き上がりほ古期領家花尚岩類
の迷入運動に原因がある,と指摘 されている(後述,
Nurekl,1960;Ntlrekleta1.1992),もし,銭壷山層が玖
珂層群の最下部層であれば,この ドー ム状背斜構造に
よって,II-V帯の黒雲母片麻岩類が銭壷山層の南方に
再び現れる事も期待されるが,それらは再び現れない(,
現在では,それらは完全に削刺されてしまったのかもし
れないし,最初から分布 していなかったのかもしれな
い｡.
3.3. まとめ
岩国一柳井地域の領家変成岩類は,由宇川流域の北側
の岩石と南側の岩石の間で,岩相と地質構造がかなり異
なる｡
北側地域の黒雲母片岩と黒雲母片麻岩の源岩 (-玖珂
層群)は層序的に連続している可能性はあるが,前者で
特徴的に発達している"ちりめんじわ"や"ちりめんじ
わ努開"は,後者では一部の例外を除けば全く発見され
ないので,両者の間に稽曲構造のギャップが予想され
る｡ただし,片岩帯と片麻岩帯の大構造軸の方位はほぼ
平行なので,片岩と片麻岩が同じ応力場に置かれていた
可能性は高い｡また,縞状チャートの特徴が似ているこ
とから,片岩と片麻岩の源岩が連続した地質体 (玖珂層
秤)であった可能性は高いが,その層序的な連続を証明
できる確かな根拠はない｡
南側地域 (Ⅵ帯)の黒雲母片麻岩は,北側地域 (Ⅲ-
V帯)の片麻岩に比べて,泥質岩源片麻岩に乏 しく,
ドー ム状背斜構造が発達し,領家花南岩類に完全に囲ま
れている,など多くの点で地質環境が異なっている｡従
来から考えられているように,南側地域の片麻岩の源岩
も玖珂層群に属するのであろうが,その場合は恐らく最
下位の層準に当たり,源岩の元来の位置と地質構造は領
家花尚岩の貫入によって改変された,と考えられる｡
結論として,北側地域の黒雲母片岩と黒雲母片麻岩,
南側地域の黒雲母片麻岩の3者は,すべて玖珂層群に属す
瀬戸内海地域商家帯の黒雲母片麻岩の源岩
る,と考えても好いであろう｡しかし,この3者がかって
層序的に連続した地質体であったことは証明できない｡
4.瀬戸内海地域領家帯の変成岩類 と花崩岩類の関
価
この項では岩国一柳井地域以外の瀬戸内海地域領家帯
の岩石を一括 して取り扱う｡実際には,瀬戸内海の島々
に分布する領家変成岩類の鉱物組合わせと岩石構造は,
まだ本格的に研究されていない場所が残っているので,
岩国-一柳井地域の変成岩との詳しい対比は難しい｡
4.1_ 黒雲母片岩 と花崩岩の関係
瀬戸内海の沿岸部と島々には広く丹波帯の岩石が分布
しており,それらは従来から "非変成岩"あるいは'
弱変成岩'と"領家変成岩"に分けられている｡ しか
し,弱変成岩と領家変成岩 (黒雲母片岩)の違いを判断
する基準が研究者の間で一律ではないし,また,当地域
の岩石の多くは花尚岩による接触変成作用を受けて後生
的に変化 しているので,両者の分布範囲を造岩鉱物の組
合わせによって決めるのは難しい｡私は,岩国一柳井地
域の常識から,両者の岩石構造の違いに注目して,泥質
岩にスレート努開,ちりめんじわ努開,リ二エーシヨンが
肉眼か鏡下で認められる場合,その一連の岩石を変成岩
(黒雲母片岩)と呼んでいる｡泥貿岩がホルンフェルス
化しても∴'ちりめんじわ=あるいは'ちりめんじわ努
開" (例えば第7図)の痕跡は一般に残っている｡砂質岩
のような塊状岩は弱変成岩と変成岩の区別が難しいO
黒雲母片岩が分布している主な地域は,山口県の防府
市,徳山市,下松市,光市などの沿岸部と島峡部,上関
町八島,東和町情島 (以上,岡村,1967;村上 ･ほか,
1988);岡山県の笠岡市真鍋島と茂床島,香川県の坂出市
秒弥島 (番ノ洲) (以上,濡木未発表資料),小豆島の
三都半島 (大平,1976),丸亀市手島,広島,牛島 (以
上,斎藤 ･ほか,1962),詫間町粟島 (濡木 ･ほか,
1982a)などである｡その他,四国の沿岸部では,松山市
東方の高縄半島基部 (愛媛県,1962;岡村,1967),多
度津町常磐公園 (斎藤 ･ほか,1962;濡木未発表資料)
などである (第4図)｡このように,瀬戸内海地域の黒雲
母片岩の分布は,高縄半島を除けば,いずれも狭く,か
つ‥亘在しているO
上記の黒雲母片岩に貫入接触 しているのは,広島花尚
岩か新期領家花尚岩のいずれかであるが,後者が一般的
で,分布は遥かに広い(第4図)｡しかし,瀬戸内海地域の
西部,特に山口県下では,広島花尚岩による接触変成作
用がむしろ一般的で,山口県下松市,光市の沿岸地域,
岩国地域などに広い分布が認められる｡小豆島池田町三
都半島の黒雲母片岩には,新期領家花尚岩が接触 してい
るという考え (斎藤 ･ほか,1962;大平,1976)と,
広島花尚岩が接触 しているという考え (沓掛 ･ほか,
1979)がある｡また,山口県光市の島々や室積に分布す
る黒雲母片岩のホルンフェルスは花南岩と接触 しておら
ず,最も接近 しているのは,例外的に,古期領家 (請
野)花尚岩である (第9図)｡この場合は,黒雲母片岩と
古期領家花嵐岩の間に断層が予想される｡
ホルンフェルス化された黒雲母片岩の鉱物組合わせ
は,岩国地域の接触変成作用だけが詳しく研究 (Nurekl
eta1.,1992)されている｡他地域のホルンフェルスの鉱物
組合せは,接触 したのが広島花尚岩か新期領家花尚岩の
いずれであっても,岩国地域のHlかH2(第2図)に対比
できる (濡木未発表資料)｡ただし,多度津町常磐公園
の泥質岩ホルンフェルスは白雲母一黒雲母一重青石一珪
線石 (エフイブロライト)組合せで,例外的に高温の変
成作用が予想されるが,カリ長石を含まないので片麻岩
とは考えていない (濡木未発表資料)O
広島花尚岩の大部分は新期領家花尚岩の北側に分布
し,両者の境界はほぼ東西に直線的に延びている (第4
図)｡これは,2つの花尚岩の境界面が平面的で,かつ,
急傾斜であることを予想させる｡また,両花尚岩は85--
96Ma(K-Ar)に相前後 して定置 している(東元 ･ほか,
1983:柴田 賢.1979;Kagamleta1.,1988)｡ 山口県東
那 (-瀬戸内海地域西部)では,広島花尚岩は黒雲母片
岩,"弱変成岩","非変成岩"の3者に接触 している
が,瀬戸内海地域全体では,黒雲母片岩に接触 している
のほ一般に新期領家花尚岩であるo新期領家花南岩が=
弱変成岩"や"非変成岩"に接触することはない｡これ
らのことは,両花尚岩がほぼ同時期に定置したが,両花
尚岩の起源や活動の場が異なっていたことを暗示してい
る｡
4.2. 黒雲母片麻岩と花崩岩の関係
4.2.1. 黒雲母片麻岩と花高岩の分布 :瀬戸内海の
島々では黒雲母片岩も黒雲母片麻岩も分布が狭 く,か
つ,散在 しているので,両者の連続的な変成分常が報告
された例はない｡従来の報告の多くは瀬戸内海沿岸各県
の図帽調査によって記載されたもので,岩石の命名基準
が統一されていない欠点はあるが.瀬戸内海地域の黒雲
母片麻岩と花尚岩の産状をまとめてみると,次の6つに分
けられる｡
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(1)新期領家花南岩にのみ接する場合:
香川県津田町,岡山県六島 1),3),10)
(2)広島花繭岩と新期領家花繭岩に接する場合:
小豆島内海町 1),2),3)
(3)広島花南岩と古期領家花嵐岩に接する場合.
岩国～柳井地域の一部 4),5)
(4)新期と古期の両領家花簡岩に接する場合.I
岩国一柳井地域 (主に由宇川流域以北),青島
4),5),6),7)
(5)古期領家花南岩にのみ接する場合.
岩国一柳井地域 (由宇川流域以南) 4),5),6),8),9)
室津半島 ･屋代島地域,爆灘の諸島 10),ll),12)
(6)広島花尚乱 領家花簡岩に接 していない場合
塩飽諸島 8)
1)沓掛･ほか(1979);2)大平(1976);3)斎藤･ほか(1962);4)東元･
ほか(1983):5)Nurekletal.(1992);6)lkeda(1991);7)端山･ほか
(1975);8)濡木･ほか (1982a);9)濡木･ほか(1982b);10)
okamura,1960;ll)濡木(未発表資料);12)宮下 ･小松 (1993)
上の産状のうち,(1)の津田町の片麻岩は董青石帯-第
2珪線石帯に属し,志度花尚岩のゼノリスとして産する
(沓掛 ･ほか,1979)｡六島の黒雲母片麻岩もゼノリス
状の産状で,董青石帯に属し,花尚岩との接触面と片麻
岩や花尚岩中の薬理面は互いにほぼ平行である｡(2)の小
豆島の片麻岩には広島花尚岩が接しているという考え
(沓掛 ･ほか,1979)と領家花南岩が接しているという
考え (斎藤 ･ほか,1962;大平,1976)がある｡(3)の例
は岩国市本呂尾北東方で見られ,黒雲母片麻岩 (Ⅲ帯)
の東端の狭い範囲に発達しており,片麻岩と古期領家花
尚岩からなる地質体に広島花闇岩が貫入接触している
(第5図)0 (4)の斎島の黒雲母片麻岩には白雲母と萱
青石が含まれず,領家帯の黒雲母片麻岩としては鉱物組
み合わせが異常ではあるが,董青石帯に属する (端山 ･
ほか,1975)｡また, (4)の代表的な例である岩国-
柳井地域の片麻岩は濡木のⅢ-ーV帯 (Nurekleta1.1992)
に当たるので,端山の垂青石許-∴第1珪線石帯 (Hayama,
1964)に対応する｡ (1ト - (4)の黒雲母片麻岩の小構
造はどこでも比較的単純で,軸面努閲の痕跡は見られ
ず.互いに類似しているo (5)の黒雲母片麻岩のうち,
岩国一柳井地域の岩石は濡木のⅥ帯あるいは池田の董青
石-Ⅲ帯に当たるが,他はslllimanlteZone(Ikeda,
1991;WallSeta1.,1992;Okudairaeta1.,1993)に対応す
る鉱物組合せの岩石である｡この後者と (6)の黒雲母片
麻岩は岩石の特徴,岩石構造が互いによく似ている｡
(6)の片麻岩の場合は花尚岩との関係がよく判らない
が,黒雲母片麻岩の特徴から, (6)はおそらく (5)に
含められるであろう｡silimaniteZone の岩石について
は5節で説明する｡
4.2.2 新期領家花尚岩による接触変成作用 :岩国一
柳井地域における新期領家花尚岩の主な分布域は北部の
片麻岩地域 (Ⅲ-Ⅴ帯)である(第5図)｡新期領家花南岩
のうち大きな岩体は一般に中 ･租粒の岩石である｡滑花
尚岩の周縁部には局部的に細粒相が発達(Nurekl,1974)
しているが,吉部花尚岩には周縁相は発達していない｡
その他の小さな岩珠状の岩体や脈状の岩体は一般に中-一
細粒岩であるo
由宇川流域以北の黒雲母片麻岩の一部 (Ⅲ･Ⅳ帯)
は,先ず新期領家花尚岩 (滑花尚岩)による累進的な接
触変成作用 (Rl帯の形成,第2図)を受けて新たにフイ
ブロライトを生じ,その後,かなり広域に後退的変成作
用 (R2帯の形成,第2図)が発達して,雲母類が緑泥石+
絹雲母組み合わせに変わっている (Nureki,1974:Nureki
etalH1992)｡他地域の瀬戸内海沿岸部および島々の片
麻岩類の場合は新期領家花園岩による接触変成作用の内
容が明らかにされていない｡
岩国一柳井地域では,新期領家花岡岩による接触変成
作用が広島花南岩によるものよりも,かなり高温に達し
ている｡当地域におけるホルンフェルスのこのような変
成度の違いは,接触した花尚岩マグマ自身の化学組成や
物理的性質が大きく異なる事を暗示する資料は得られな
いので,接触変成作用の際の環境条件 (-マグマが定置
した深さや母岩の温度など)の違いに起因すると考えら
れる｡いま,Jaeger(1957)の考えに従って予想すれば,
接触時の母岩の温度の違いが主な原因の1つに挙げられ
る｡おそらく,滑花崩岩が黒雲母片麻岩に接触 した際
に,黒雲母片麻岩は領家変成作用後の冷却期間中で,黒
雲母片岩よりも少し高温であったために,接触部付近の
片麻岩は再び累進的な変成作用を蒙ることになったので
あろう｡なお,接触部付近の滑花闇岩は細粒相を形成し
ているので,マグマと片麻岩との間にかなりの温度差が
あったことが予想される｡この細粒相の白雲母の一部に
は多量のフイプロライトが生じている (Nurekl,1974)0
4.2.3 黒雲母片麻岩と古期領家花高岩の関係 :柳
井地域に広く分布している蒲野花南閃緑岩は,一般に普
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
通角閃石,局部的には単斜輝石,を含むので,明らかに
卜 type花尚岩 (chappel&White,1974)に相当する｡
蒲野花南閃緑岩は,由宇川流域の北側の黒雲母片麻岩に
対しては岩珠状に,南側地域の黒雲母片麻岩に対しては
これを包みこむ棟に産出する(第5図)｡由宇川流域では新
期と古期の領家花南岩類が混じり,後者は由宇川河口付
近に広く発達する｡由宇川流域に広がる新期領家花尚岩
(木部花尚岩)はかなりはっきりした薬理構造を持って
いる｡ 古期領家花尚岩は,例えば岩脈として産出する
場合でも,中･租粒の岩石で,細粒相は認められない｡
古期領家花尚岩が黒雲母片麻岩に接触変成作用を及ぼ
したかどうかは,露頭でも鏡下でも判定できない｡
岩国一柳井地域におけるⅥb帯の黒雲母片麻岩には,白
片麻岩の片麻状構造に平行に発達している事実から,片
麻岩形成作用が部分溶融を引き起こす程度の高温に達し
ていたことが予想されている(Nurekletal‥1992)｡この
レンズの規模は様々で,大きいものは帽30m,長径300m
近いものもある (乙部,1985)｡従って,古期領家花尚岩
の接触によって,黒雲母片麻岩は部分溶融するまでに高
温になり,貫入した花尚岩と黒雲母片麻岩との間の温度
差が殆どなくなった事が予想される｡もしその様なこと
が起これば,黒雲母片麻岩に接触変成作用の影響が認め
られないのは不思議ではない｡ちなみに,Ⅵb帯の変成温
kb(乙部.1985),あるいは,770-820℃,5-6kb
(okudalraeta1.,1993)と見積もられている (第3表)｡こ
の温度 ･圧力条件は泥質岩や砂質岩の部分溶融が可能で
あった事を暗示している｡
古期領家花尚岩は岩国一柳井地域の域外,その西方か
ら南方-かけての広い地域にも分布している｡これらの
地域では花尚岩の分布が圧倒的に広く,花尚岩の中に黒
雲母片麻岩のレンズが,点々と,花尚岩の片麻状構造に
調和的に並んでいる(第9図 ;村上 ･ほか,1988)O
上述のように,黒雲母片麻岩と古期領家花尚岩が接す
る際に,両者の片麻状構造が調和的に発達しているの
は,ごく一般的な現象である｡ゲフユーゲ解析の結果
(Nurekl,1960)によると,岩国一柳井地域の典型的な
古期領家花尚岩の1つである蒲野花南閃緑岩中の斜長石の
(o川)面は,片麻状構造面に平行に再配列していること
(同上,Figs.67-69;左の論文の'Obatake gneissose
granodlOrite"を現在は蒲野花南閃緑岩と呼んでいる),
珪質片麻岩中の石英粒は片麻状構造面に平行に伸張 (同
上 Figs.65&66)していることなどは,両者の片麻状構
造が花尚岩貫入時の差動運動によって強調された事を示
しており,さらに片麻岩と花尚岩が一体となって上昇 ･
定置した事を暗示している｡
4.3 まとめ
広島花尚岩,新期領家花蘭岩,古期領家花尚岩の3者の
K-Ar年代の大部分は85-97Maの範囲に入り,花尚岩類
の定置に関して,グループとしての新旧は決められない
(柴田,1979;東元 ･ほか,1983)｡しかし,瀬戸内
海地域全体の規模で花尚岩の分布を見れば,広島花尚岩
は明らかに,領家花尚岩類とは別の地質単元である｡
新期領家花南岩と古期領家花尚岩の黒雲母片麻岩に対
する岩石学的関係には著しい違いがある｡前者は黒雲母
片岩や黒雲母片麻岩に対して完全な貫入関係にある｡後
者は岩国一柳井地域のⅢ-V帯の黒雲母片麻岩に対して
は岩珠状に貫入しているが,Ⅵ帯の黒雲母片麻岩を包有
岩体状に包むか,あるいは片麻岩中に層層逆人の形で貫
入している｡しかし,黒雲母片麻岩はどこでも古期領家
花尚岩による接触変成作用を受けた形跡がない｡
岩国一柳井地域における斜長石と石英のゲフユーゲ解
析の結果は,蒲野花南閃緑岩と黒雲母片麻岩が1つの地質
体となって移動し,定置した事を暗示している｡瀬戸内
海地域の他の場所ではゲフユーゲ解析が行われていない
が,古期領家花尚岩が諸処で新期領家花嵐岩のゼノリス
状岩体として産出 (第4図)するのは,後者が前者を包有
した形で貫入 ･定置したことを暗示しているo
瀬戸内海地域の領家帯に於ける変成岩類と花尚岩類の
分布を整理してみると,黒雲母片岩と黒雲母片麻岩が1つ
の地蟻,あるいは,1つの島に連続して産出することはな
い｡変成岩類は領家帯の中で混在して産出しているの
で,変成岩に関して言えば,領家帯には温度構造の中軸
部に当たる部分は存在しない｡古期領家花尚岩が領家帯
の中軸部に存在する傾向も認められないO私は,瀬戸内
海地域に関しては,"領家帯の中軸部に高変成度岩が分
布し,周縁部には低変成度岩が分布しているので,領家
苛には帯状温度構造が認められる日という主張 (たとえ
ば,都城,1959;諏訪,1973)には否定的である｡
5.瀬戸内海地域の黒雲母片麻岩
4.2の黒雲母片麻岩と花園岩の野外における6つの産状
のうち, (5)と (6)の黒雲母片麻岩の岩石学的特徴は
他の4つの産状の黒雲母片麻岩とは異なっている｡ここで
は (5)と (6)の黒雲母片麻岩のうち,岩国一柳井地域
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以外の地域から産出する岩石について,さらに詳しく説
明する｡
まず瀬戸内海地域の西側では,室津半島の北西隅にあ
かんどりみさき
る田布施町梶取岬,伊予灘の馬島,佐合島,室津半島の
東海岸の柳井市長崎,黒崎,その東方,屋代島の大島町
日見崎一棟見海岸などに点々と分布する黒雲母片麻岩
が,古期領家花尚岩の片麻状構造に調和的に延びた帯あ
るいは小さなレンズとして,一群をなして産出し,レン
ズの繋がりはほぼ西北西一東南東方向に延びている(第9
図 ;okamura,1960のFlg.8)｡ 岡村 (okamura.1960)の
研究によると,山口県南東部の海岸に近く,光市や熊毛
郡田布施町に分布する黒雲母片麻岩 (第9図の黒雲母片麻
岩 (2)に対応)は,おそらく,同じグループに属する岩
体であろう｡次に,屋代島田ノ尻鼻 (Kojima&Okamura,
1968),安芸灘には屋代島北方の前島,黒鳥,鞍掛島な
どに片麻岩の露出があるが詳しいことは判らない (第9
図 ;村上 ･ほか,1988)｡燈灘の梶島,四阪島,高井神
良,魚島,江ノ島などでも,古期領家花尚岩と黒雲母片
麻岩が密接に産し,両者の片麻状構造は互いに調和的で
ある (濡木 ･ほか,1982b;猪木 ･ほか,1987)｡さら
に東方の塩飽諸島の志志島,岩島,亀笠島などに分布す
る黒雲母片麻岩は,新期領家花闇岩の分布域内に点在し
てはいるが, (6)に属する唯一のグループである (第4
図)｡これらの地域の黒雲母片麻岩は,後述のように,鉱
物組合せと岩石構造が互いによく似ている｡
5.1. 瀬戸内海地域西部の花南岩と片麻岩
かんとりみさき
5.1.1. 梶取岬と室津半島地域 :岡村 (1956)は屋
代島の南西端には沖浦片麻状花尚閃緑岩 (以下,沖浦花
嵐閃緑岩と呼ぶ)が片麻岩と密接に産し,それは西方に
延びて室津半島にも分布していること,さらに西方の梶
取岬には露出面積約0.65km2の小さな五軒屋片麻状花尚
閃緑岩 (以下,五軒屋花嵐閃緑岩と呼ぶ)が片麻岩と密
接に混じりあって産することを述べ,これら2つの古期花
尚閃緑岩類は,柳井地域から屋代島-かけて広く分布す
る蒲野花南閃緑岩とは別の岩体であると主張した｡
岡村 (okamura,1960)によると,五軒屋花尚閃緑岩は
色指数の高い細粒の岩石で,黒雲母による片麻状構造と
線構造が著しく発達している｡通常,角閃石が含まれ
ず,多量のチタン石が含まれる｡五軒屋花嵐閃緑岩は不
規則な輪郭の岩体で,蒲野花南閃緑岩によって完全に囲
まれている｡また,五軒屋花尚閃緑岩は多くのレンズ状
-板状の黒雲母片麻岩や角閃岩を包有するほか,局部約
に租粒なトロこエム岩のバッチを含んでいる｡この岩石
ば'むしろ花尚片麻岩と呼んだほうが適切かもしれな
い" (岡村,1967)と表現されたように,花尚閃緑岩の
片麻状構造と線構造はその中に包有された片麻岩の片麻
状構造と線構造に整合的である｡
梶取岬の砂質-泥質岩源黒雲母片麻岩は,野外におけ
る産状から,五軒屋花嵐閃緑岩の包有岩体の1つと考えら
れる｡黒雲母片麻岩は砂質岩源の岩石が圧倒的に多量
で,少量の泥質岩源岩石の薄層あるいはレンズが挟まれ
ている｡黒雲母片麻岩の鉱物組合せは:
(ザクロ石)+珪線石+白雲母+黒雲母
+カリ長石+斜長石+石英+炭質物+鉄鉱
である｡ザクロ石の産出は少なく,董青石は見出せな
い｡黒雲母は白雲母に比べて圧倒的に多い (第2表)｡鏡
下ではカリ長石は一般に正長石で,ペルト石構造は認め
られない｡珪線石には2つの産状がある｡1つは細粒結晶
が数個集まり,黒雲母,長石,石英と共生して岩石全体
に万過なく散在するもの,他は多数の珪線石が集合し,
少量の石英,フイプロライト,稀に黒雲母も加わって眼
球状のスポットを作るものである｡スポットの大きさは
1Ⅹ1mm-2Ⅹ3mm程度で,黒雲母はスポットの周縁に沿っ
て流れるように配列している｡
砂質岩源黒雲母片麻岩には軸面片理が著しく発達し,
黒雲母の配列による葉状構造面は種々のスケールの同斜
状楕曲を繰り返している (Flg.10A)｡軸面片理の方位
は,走向N40-50oW,傾斜約55-65oSである｡軸面片
理に沿う黒雲母の走向配列が認められる｡また,片麻岩
中の軸面片理面と五軒屋花尚閃緑岩中の葉状構造面とは
調和的 (走向N50-70oW.傾斜50-GooS)であり,両
者の線構造と稽曲軸の方位 (N70-80oW-30-520落し)
もほぼ一致している (Okamura,1960)｡黒雲母片麻岩中
のこの種の軸面片理は北方の岩国一柳井地域の黒雲母片
麻岩では認められない構造である｡なお,梶取岬では黒
雲母片麻岩に進入した塩基性細脈が認められる｡この細
脈には弱い薬理構造が発達し,岩石は完全に交代され
て, (石英)-黒雲母一斜長石岩化している｡
室津半島東岸沿いの,柳井市阿月の長崎,同相ノ浦の
黒崎付近に,蒲野花南閃緑岩中の包有岩体 (okamura,
1960)として,黒雲母片麻岩が露出している (宮下 ･小
松,1993)｡長崎の片麻岩は主に砂質岩 ･泥質岩互層起
源の岩石で,砂質岩自身も薄い泥質岩を挟み,等斜摺曲
が著しく発達している｡摺曲軸面の一般的な方位は,走
向EW,傾斜50-GooN,稽曲軸はNE650-約100の低
角度で落している｡長崎では片麻岩に層層逆入したミグ
淑戸内海地域簡素彬の).L121時片肺岩の1鮫岩
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瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
マタイトが認められる｡黒崎の珪質片麻岩類は砂質岩よ
りも縞状チャート起源の岩石が多量で,泥質岩源片麻岩
と互層している｡砂質岩も常に泥質岩の薄層を挟んでい
る｡チャート縞の帽は5-20mmで,数mm-10mmが普通
である｡珪質片麻岩類には互いに平行な軸面を伴う等斜
橋曲が発達している｡チャートにはしばしばイントラ
フオリアル摺曲も認められる｡チャート源の珪質片麻岩
には少なくとも2期の摺曲が認められる｡最初に翼部の閉
じた等斜稽曲が発達し,その軸面は互いにほぼ平行で,
軸はS60-75oE - 400前後落している (第10図
B)｡後期の稽曲は開いた楕曲で,軸方位は一様ではな
いが,一般には,等斜摺曲軸に対 し高角度をなしてい
る｡砂質岩に挟まれた泥質岩層には,無数の白い珪線石
スポットが発達し,その産状は,上述の梶取岬の珪線石
スポットと同じで,後述の屋代島日見崎,健灘の江ノ島
等からも兄い出される｡また,泥質岩層には局部的に,
黒いカリ長石スポット (径 10-16mm)が多数発達してい
る(第10図C)｡黒崎のカリ長石スポットにはsl-S3の面
構造が記録 (宮下 ･小松,1993)されており,それは塩
飽諸島の志志島から報告された例 (濡木 ･ほか,1982a)
と同じ産状である,と考えられている｡
5.1.2. 屋代島日見蛤一横見海岸 :屋代島大島町の
～1}
西海鼠 戸田 (旧沖浦村戸田)付近を境にして,北側に
蒲野花南閃緑岩,南側に沖浦花尚閃緑岩が分布してい
る｡この2つの花尚岩は漸移関係である (岡札 1956)
が,それぞれの典型的な特徴は異なっている｡沖浦花尚
閃緑岩は蒲野花尚閃緑岩に比べて,より優白質で,租粒
相 と細粒相が縞 をな し,葉状構造が発達 している
(okamura.1960)｡沖浦花尚閃緑岩の葉状構造面は一般に
平面的で,戸田付近では走向N50-60oW,NE-50-700
傾斜している｡黒雲母片麻岩は沖浦花尚閃緑岩にも蒲野
花南閃緑岩にも包有されており,特に,日見崎の海岸沿
いに好露出がある (第4図)｡
日見崎の突端と,突端に至る北海岸には主にチャート
源の珪質黒雲母片麻岩と泥質岩源の黒雲母片麻岩が分布
している｡珪質黒雲母片麻岩は著しく稽曲し,軸面は鉛
直ないし高角度で北に傾斜している｡北海岸の泥質岩源
黒雲母片麻岩は細粒で,フイブロライト董青石 (仮像)
り,"珪線石"は認められない｡この片麻岩の岩石学的
特徴は,本土側 (北方)の玖珂層群に似ており,接触変
成作用を受けたⅢ帯の岩石に対比される｡突端近くに
NW-SE断層があり,断層は黒雲母片麻岩を切って岬を縦
断している｡日見崎の突端の,断層より西側のチャート
は,おそらく北海岸のチャートに対比できる｡
断層の東側の南海岸には,主に花尚岩が露出してお
り,片麻状構造の強い花嵐岩と弱い花尚岩が認められ
る｡前者が圧倒的に多い｡片麻状花尚岩は砂質岩/泥質
岩源の黒雲母片麻岩と調和的に混じりあって露出してい
る｡泥質岩源黒雲母片麻岩は,強く摺曲した薄いシーム
か,所々で花間岩中のレンズ (長径数cm-40cm)として
も産する (第11図B)｡黒雲母片麻岩レンズの鉱物組合せ
は,珪線石 (±フイブロライト)-白雲母一黒雲母-カリ長
石一斜長石石英一炭質物一鉄鉱である｡この鉱物組合せに董
青石かザクロ石かのいずれかが加わる (wallSetal‥
1992)｡ザクロ石や珪線石 (±フイブロライト)はしば
しば多量に含まれる (第2表)0
片麻岩は軸面片理の発達と複雑な稽曲で特徴づけら
れ,片理に沿い優白質花尚岩が層層送入している (第.ll
図A)｡花尚岩の葉状構造は平面的で,かつ,片麻岩の軸
面片理面に調和的に発達しているので,花尚岩の量が増
すと,砂質岩源黒雲母片麻岩は花尚岩に漸移 してしま
い,泥質岩源黒雲母片麻岩は花嵐岩中のレンズとして点
在するようになる (第.11図B)｡日見崎南海岸の花尚岩と
片麻岩の面構造 (走向N60-85oW,傾斜N65-75oE)と
線構造 (E-SE 700-5-300落し)の方位は,室津半島
黒崎の片麻岩,沖浦 ･蒲野花南閃緑岩などの方位とほぼ
調和している (okamura,1960)｡日見岬の片麻岩と花尚
岩質岩は密接に混じりあって1つの地質体を形成し,さら
に蒲野花南閃緑岩中の包有岩体となっている｡日見崎の
南海岸の片麻岩は,山口県東部地域で最も強く花尚岩化
された岩石の一部である｡
このように,南海岸の岩石と北海岸の岩石は,源岩の
地質単元が異なると同時に,花尚岩に対する岩石学的な
第11図 SHtimaniteZoneの黒雲母片麻岩. (A)&(a)=屋代島月見岬における蒲野花南閃緑岩と鳥
雲母片麻岩の産状.抄井岩/泥質岩互膚を源岩とする片麻岩の袴曲軸面に調和的に花南閃緑岩が膚IF迷
入している. (B)の左側の価黒賞レンズは7ルミナに富む泥賞岩源片麻岩･ (C)a(D)‥江ノ島におけ
る黒雲母片麻岩の産状.(q は袴曲した砂賞岩/泥井岩互17を源岩とする片麻岩･ (D)は泥質岩源片
麻岩で､さらに珪緑石の密集した､多量の泥賞岩源片麻岩のバッチを含む･
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関係が明らかに異なっている｡
レYつきな7L.:I
5.2. 安芸灘 ･斎灘の花崩岩と片麻岩
山口県大島郡大島町田ノ尻鼻 (屠代島)の"北大島花
嵐片麻岩" (KoJ1ma&Okamura,1968)中の黒雲母片麻
岩の鉱物組合せ (suzukieta1.,1994;濡木未発表資料)
は,
萱青石 (仮像)-フイブロライトザクロ石-
である｡垂青石とザクロ石は共生しない｡また,安芸灘
西部の山口県大島郡久賀町前島,福島,岩国市黒島,戟
掛島,長島,福良島などからも黒雲母片麻岩の産出が報
告されている (村上 ･ほか,1988)が,詳細は判らな
い｡しかし 安芸灘の片麻岩はいずれも蒲野花南閃緑岩
と密接に産出 (第9図)していること,田ノ尻鼻の黒雲母
片麻岩には岩国一柳井地域のⅥ帯を特徴づける童青石-ざ
くろ石組合せ (Nurekleta1.,1992)が現れないことか
ら,sllimanlteZone(Walliseta1.,1992) に対応するの
であろうと考えられる｡
レりきなだ
安芸灘東方の斎灘の愛媛県北条市小安居島には珪質,
粘板岩質,凝灰岩質縞状片麻岩が産し,一部の岩石は片
状を示すと報告 (愛媛県,1962)されているが,岩石の
鉱物組合せなどの詳しい事は判らない｡西方の安居島で
は片麻岩と古期領家花尚岩の産出が知られている (愛媛
県,1962)｡凝灰岩を源岩とする縞状片麻岩は香川県津
田町 (沓掛 ･ほか,1979),小豆島内海町橘 (大平,
1976;沓掛ほか,1979),塩飽諸島の志志島 (濡木ほ
か,1982a)などから報告されている｡瀬戸内海地域の
領家帯では塩基性岩の産出は珍しいo
レソつきじま
斎島の花尚岩 と黒雲母片麻岩については,広川
(1965).端山･ほか(1975)の記載がある｡彼等の研究
によると,斎島の北部に中粒片状花簡岩,中一南部に租
粒旋状花尚岩が分布し,黒雲母片麻岩は主に後者の租粒
斑状花尚岩中に包有されている｡黒雲母片麻岩は黒雲母-
石を欠いている点で,領家帯の黒雲母片麻岩としてほ極
めて特異な岩石であるが,董青石帯の高温度部に属する
と考えられている (端山 ･ほか,1975)｡中粒片状花尚
岩は黒雲母による葉状構造が著しく発達した岩石で,釈
粒斑状花尚岩よりも古く,また,後者は中部地方の伊那
川花南岩 (後濃飛花尚岩類の1つ)に対比されている｡
斎灘の片麻岩は,sllimaniteZoneに属する岩石ではな
く,岩国一柳井地域のⅢ-Ⅴ帯 (Nurekleta1.,1992)のい
ずれかに対比される岩石であろうo
ひっちな7'L:
5.3. 爆灘の花尚岩と片麻岩
5,3,1. 爆灘の南部 :愛媛県宮窪町の比岐島,小比岐
良,平市島,小平市島,明神島,四坂島などにほ片状石
英閃緑岩一花尚岩が分布し,比咲島,明神島からは雲母
片岩の産出が,また,梶島からはノーライトの産出が知
られている (愛媛県,1962;堀内,1985;須鎗 ･ほか,
1991)｡片状石英閃緑岩は後に高縄 トー ナル岩 (須鎗 ･
ほか,1991) と呼ばれ,古期領家花闇岩に属すると考
えられている｡明神島の"雲母片岩日は実際には黒雲母
片麻岩で,その他黒雲母角閃岩,珪灰質片麻岩 (-珪灰
料)などからなる｡他の島については詳しいことは判ら
ない｡明神島の黒雲母片麻岩の小構造はまだ調べられて
いない｡
5.3.2. 虐灘の北部 :愛媛県魚島村の高井神島,負
良,瓢等良 江ノ島には泥質岩,砂質岩,縞状チャート
源の黒雲母片麻岩のほか,珪灰質片麻岩,領家花尚岩な
どが分布し,これらの岩石は魚島村の4島を通じてそれぞ
れ連続する地質体と考えられている (第4図;濡木 ･ほ
か,1982b)｡ただし,瓢箪島には花尚閃緑岩が分布する
だけで,変成岩は兄い出せないo黒雲母片麻岩類の葉状
構造面は一般に北東ないし東-低角度で傾斜し,また,
線構造も一般に東-低角度で落としているので,西端の
高井神島に広く分布する珪質岩は最下位層に,東端の江
ノ島に広く分布する泥質岩は最上位層に相当すると推定
される｡中央の魚島では珪質岩が最も多く,泥質岩,砂
質岩と互層している｡
高井神島の北東部に分布する砂質岩 ･珪質岩源黒雲母
片麻岩には,帽数m一-20mの多数のアグマタイト脈が
シート状に貫入している｡江ノ島の泥質片麻岩にはしば
しば砂質片麻岩や珪灰貿片麻岩のブ-デイン状の塊が含
まれている｡泥質片麻岩には,さらに,特に多量の珪線
石を含む黒雲母片麻岩のシームやレンズ状のパッチ (第
11図C.D)が含まれるので,泥質片麻岩自身が,元来,2
種の泥質岩の互層であったか,あるいは,1つが他のチッ
プを含んでいたのであろう｡この珪線石に富む泥質片麻
岩は5.1で説明した黒崎や日見崎の黒雲母片麻岩の特徴
によく似ている｡これらアルミナに富む岩石の化学組成
は,5.6で検討する｡
変成岩類の主な鉱物組合せ (濡木 ･ほか,1982b; 瀬
尾 ･ほか,1984)は:
黒雲母片麻岩 :(泥質岩一砂質岩源)
① (蔓青石,紅柱石)+白雲母+黒雲母+珪線石
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
+正長石+斜長石+石英+石墨+鉄鉱
②ザクロ石+白雲母+黒雲母
+正長石+斜長石+石英+石墨+鉄鉱
(チャート源)
③ザクロ石+白雲母+黒雲母+正長石+石英+斜長石
+鉄鉱
珪灰質片麻岩 :
④ザクロ石+単斜輝石+石英+方解石+チタン石+鉄鉱
①ザクロ石+珪灰石+方解石+チタン石+鉄鉱
上記の紅柱石は産出が稀で,虫喰状,かつ斑状変晶
樵,白雲母,黒雲母,石英と共生する｡珪線石は常に斑
状変晶として出現する｡江ノ島からは,zn0-6-10wt%
の鉄スピネルを包有する珪線石が報告され,珪線石が十
字石から変成反応によって形成された事が主張されてい
る (瀬尾 ･ほか,1984)｡江ノ島産の正長石はしばしば
多量の石墨,黒雲母,白雲母などの微細片を含む黒い塊
(長径約2-4mm)として,密集して現われる｡萱青石
の産出は稀である｡珪灰質片麻岩の主な産地は江ノ島で
ある｡④と①の鉱物組合せを示す岩石は大理石中の縞と
して産出し,珪灰石,石英,方解石などは増減が著し
い｡瀬尾 ･ほか (1982)は魚島産黒雲母片麻岩中の黒雲
母ザ クロ石組合せを利用して,530-650℃,2-3kb
程度の変成条件を予想している (第3表)0
深成岩類には両雲母花尚岩,黒雲母 トー ナル岩,角閃
か,1982b)｡ただし,瓢箪島にはトー ナル岩が欠け,江
ノ島には花尚閃緑岩が欠けている｡両雲母花尚岩は均質
な岩石で,ザクロ石が伴われ,新期領家花尚岩の1つと見
なされている｡ トー ナル岩と花尚閃緑岩は共に片状構造
が明瞭で,局部的に漸移している｡これらは古期領家花
嵐岩に対比されているが,定置年代はよく判っていな
い｡
片麻岩の岩石構造をみると,珪灰質片麻岩を別にすれ
ば,黒雲母片麻岩には層理面に添う葉状構造が著しく発
達している｡特に泥質岩源片麻岩には等斜橋曲,軸面努
閑を伴う稽曲,軸面努閑に沿う珪長質脈などが発達して
おり,一般に複雑な岩石構造 (例えば第11図C)が認めら
れる (濡木 ･ほか,1982b)｡他方,花尚岩類の葉状構
造面は殆ど稽曲しておらず,片麻岩中の摺曲軸面の一般
的な方位とほぼ調和している｡
5.4 塩飽諸島の片麻岩類
塩飽諸島の大部分の領家変成岩は'片岩"ないし'熱
変成岩"であるが,南端の志々島,岩島,亀笠島には片
麻岩類が産出し,花尚岩類は小さな岩脈以外は産出しな
いo上記の3島の片麻岩類は一連の地質体で.泥貿岩,砂
質岩,縞状チャート,凝灰岩を源岩とする岩石からなる
(濡木 ･ほか,1982a)｡凝灰岩は志々島に直し,この島
には大理石も産する｡志々島の凝灰岩は安山岩へ玄武岩
質で著しくK20に富む (濡木 ･ほか,1982a)｡塩基性凝
灰岩が泥質岩やチャートと互層して産するのほ,香川且
内海町橘に例があるが,領家帯では珍しい｡片麻岩類の
一般走向はwNW--EW,北か南-高角度で傾斜 してい
る｡
片麻岩類はいずれも中粒一租粒の岩石で,大理石以外
の岩石は黒雲母に富む｡泥質岩,砂質岩,縞状チャート
を源岩とする黒雲母片麻岩の鉱物組合せは下のようであ
る｡
(蔓青石)+白雲母+黒雲母+ザクロ石+カリ長石
+斜長石+石英+石墨 (+電気石+鉄鉱)
董青石は稀に認められるがザクロ石とは共生しないo
泥質岩源の黒雲母片麻岩にA12SIO5鉱物が欠けているの
が1つの特徴である (濡木 ･ほか,1982a)｡凝灰岩源黒
雲母片麻岩には石墨が含まれない｡それらの鉱物組合せ
は :
①白雲母+黒雲母+ザクロ石+カリ長石+斜長石+石英
+(電気石+ジルコン+鉄鉱)
②黒雲母+カリ長石+斜長石+石英
+チタン石+褐レン石 (+ジルコン+鉄鉱)
④のチタン石は多量に含まれ,チタン石粒の内部にチ
タン鉄鉱がしばしば含まれる｡濡木 ･ほか (1982a)は泥
質片麻岩中のカリ長石と,凝灰岩質片麻岩中のザクロ石
の特徴に注目した｡報告によると,一部の泥質片麻岩に
はポイキロブラスト様のカリ長石斑状変晶が発達し,そ
の中に多量に含まれる黒雲母は基質部の黒雲母よりも細
粒で,完方位配列を示すが,その方位は基質部の葉状構
造と高角度をなしている (濡木 ･ほか,1982a:第3図
および図版)｡このカリ長石は(1)ポイキロブラストの形
成,(2虜断運軌 (3)再結晶作用という,少なくとも2回
(あるいは3回)の変成作用を蒙ったと解釈されている｡
また,凝灰岩質片麻岩中のザクロ石はパイロープ分子が
9.1-9.6%含まれるアルマンデインで,斑状変晶はしば
しば勢断面に沿ってずれ,勇断された部分は再結晶して
新しい鉱物組合せ (斜長石+石英+黒雲母)で埋められて
いる (濡木 ･ほか,1982a)0
泥貿岩,砂質岩,縞状チャートを源岩とする黒雲母片
麻岩には等斜稽曲 (第12図A)が普通に発達し,摺曲軸の
･13
経 木 煉 -
井12回 志志AにおけるA字母片麻岩の産状 (点未･ほか.1982.502貢)(Al泥井岩/抄辛苦互FI
の等糾花曲目*尾西方海岸1 (B】泥賞岩/砂井岩互Ir(左側)とチ.-ト(石OJ)の様態印 両者の
煉界面.両者中の革や措曲fI遥などは互いにLq和的でない
平均的な方位:uWNWへ10-20'落としている.しか
し 箱状チャート起源の片麻岩が泥質岩や砂質岩起源の
片麻岩に横する際に,お互いの栖曲構造や描曲軸の方位
が調和しない例がある (例えば軒12図8)｡確灰岩汝旦暮
母片麻岩の兼理面u野外では牡別しにくいが.凄下では
出番母の走向配列に上って明肝に認められる.素理面の
救描曲には♯面労閑が発達し また.軸面穿開に沿って
珪長貿朕 (斜蛋石+石英+BFl垂母)が発達し,多量の果秦
母が旋盤に平行に並んでいる｡
このように.塩飽!古曲の片蘇岩邦は一般に複凍な描曲
順透を示すこと か)長石やザクロ石の斑状変晶から推
定される1う/J枚変成作用の可能性があること.などの
一古でHI井地域の胡蒙片麻岩類とは別の構造運動や変成作
用を受けた地質体であろうと考えられる｡そして 塩飽
l石仏の片麻岩児の岩石L書道の特徴 が.室津半島の盟崎や
健漁の江ノ島などに匪する片麻岩漢の特徴と共通してい
るのは大へん興味涙いことである0
55 香川県東部の果雲母片麻岩
小豆島西経rrとiX岐東部の志度町から津田町へ至る海
岸沿いに常象片麻岩演の分布が改められ 大平 (1976)
や沓掛 ほか (1979)に上って拝しく報告されている｡
内港11の梢峠から塙へかけて盟垂母片麻岩が分布して
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
いる｡片麻岩体の南-一西縁は広島花尚岩に,北縁は新期
領家花南岩 (吉野花南岩)に囲まれている｡吉野花南岩
は弱い片状構造を持ち,その構造面は片麻岩のものと調
和的とされている (沓掛 ･ほか,1979)が,岩石の小構
造はまだ詳しく調べられてほいない｡吉野花南岩は南風
台片麻状花尚岩 (古期領家花尚岩,沓掛 ･ほか,1979)
を挟んでさらに北方-鉱がっている｡
橘付近に角閃岩の小露出があるが,これを除けば,片
麻岩の大部分は泥質へ珪質岩起源の黒雲母片麻岩であ
る｡黒雲母片麻岩の代表的な鉱物組合せは (沓掛 ･ほ
か,1979) :
董青石 (ザクロ石)+黒雲母+白雲母+
カリ長石+斜長石+石英 (+炭質物+鉄鉱)
で,董青石とザクロ石は共生しない (大平,1976)｡沓
掛 ･ほか (1979)によれば,小豆島の変成岩は,花尚岩
中のゼノリスも含めて,すべて垂青石帯に属する｡
石片麻岩,石英長石質片麻岩などで,最後の岩石が最も
る｡また,志度町-津田町 特に伯父ケ浦一帯に流紋岩
質変成岩が産する (沓掛 ･ほか,1979)0
白雲母 ･カリ長石 ･斜長石 ･石英からなる｡董青石は石
英や黒雲母を含むポイキロブラストで,白雲母の中央に
ほフイブロライトの集合が認められる｡この片麻岩は第
2珪線石帯に属する (沓掛 ･ほか,1979)｡石英長石質
片麻岩は含ザクロ石 ･両雲母片麻岩であるが,長石類の
量比が著しく変動する (沓掛 ･ほか,1979)ので,
チャートや酸性凝灰岩など複数の源岩が変成されたのか
もしれない｡
流紋岩質変成岩は黒雲母 ･角閃石 ･石英 ･カリ長石 ･
斜長石岩で,珪長質鉱物の斑晶状組織が残存し,基質部
は等粒状組織を示すので.この岩石の源岩が凝灰岩か花
岡斑岩か,区別が難しい (沓掛 ･ほか,1979)oしか
し,同種 (あるいは酷似)の岩石は岡山県笠岡市真鍋
良,茂床島,北木島などからも発見されており,いずれ
ち,片岩中に脈岩として産する｡笠岡市の岩石は片岩に
貫入した後,労断され,さらに接触変成作用を受けた花
尚斑岩であろうと考えられる (濡木未発表資料)0
香川県東部の黒雲母片麻岩は,上述のように,いずれ
も新期領家花尚岩中に包有された形で産し,鉱物組合せ
は一般に董青石帯-珪線石帯に対応するといわれている
ので,変成度は柳井地域のⅢ-V帯の黒雲母片麻岩に似
ている｡ここの岩石は構造が比較的単純なので,源岩地
質体は,恐らく,ジュラ紀付加帯の一部であろう｡そし
て,健灘や塩飽諸島の片麻岩類とは区別される0
5.6 黒雲母片麻岩の化学組成
泥質岩源黒雲母片麻岩の化学組成について,瀬戸内海
第13図 化学分析した黒雲母片麻岩の採集地点.1領家帯 2黒雲母片麻岩の分布範囲 3断層 4
採集地点 (各地点に付した数字番号は第1表の標本番号に同じ). MTL中央構造線
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第14図 中部地方領家帯における泥井岩源変成岩頬の化学組成. 参考賓料は､柴田 (1968)､
KatadaetaJ-(1963)､Asami(1977)､AsaTH&Hoshino (1980)､浅 見 ほ か (1982J､
Kutsukake(1976)から計82こ の分析値をプロット た だし､分析値のうち､SiCP<70% の岩
石を選んだ. >7-6-5-4->1%/1% area.
第15回 飛騨等の泥質岩と領豪等の泥午岩の化学組成の比較.泥質岩の化学組成はSI(詔<70%､CaO<4% の
岩石に限定した. 比較のための指標として.第14回の>1%areaを記入.(A)飛騨等の泥質若 (●:A12Q3>
20%,0:A12(刃 <20%) (B)領家帯の泥巽岩 (●:岩国一柳井地域.o:瀬戸内海鳥峡部 Al2(力 >20%,A:
瀬戸内地域島峡部Al2α <20%). 点に付した番号は第1表の番号に対応.飛早苗の資料は､野沢はか (1960).
相馬 (1975).Suzuki(1977),Asami&Adachi(1976)による. 領家斉の資料 は本論文の第1表,Nureki
(1974),濡木未発表賓料による.
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第1表 蘭戸内海地域の領家帯における泥質岩源黒雲母片麻岩の化学組成
SampleNo 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
SiO2 60.69 59.08 55.29 53.51 51.53 46.64 65.85 46.70 53.19 53.76
TiO2 0.89 0.85 0.92 0.91 1.02 1.32 0.42 4.39 0.82 1.20
A1203 17.92 16.28 23.26 22.77 24.18 21.97 14.65 21.02 21.60 21.65
Fe203 0.83 1.79 1.21 0.10 0.48 0.76 1.23 0.44 2.71 1.67
FeO 5.65 2.62 4.33 4.50 5.48 9.13 3.18 9.33 3.43 3.88
MnO 0.05 0.05 0.05 0.07 0.11 0.37 0.06 0.33 0.09 0.16
MgO 2.04 1.59 2.00 1.84 2.44 4.28 1.65 3.05 2.43 2.48
CaO 1.05 1.19 1.01 1.25 1.16 1.97 1.54 2.20 2.52 1.42
Na20 2.35 4.79 1.20 1.92 1.91 3.31 1.35 1.75 5.45 3.15
K20 5.41 5.76 5.75 8.07 6.84 5.73 5.36 6.37 5.16 5.04
P205 0.06 0.01 0.16 0.15 0.08 0.14 0.08 0.92 0.03 0.05
H20. 0.42 0.61 0.23 0.32 0.26 0.31 0.96 0.13 1.71 1.00
H20十 1.97 3.19 4.79 4.43 4.54 3.33 3.39 2.68 0.13 0.41
C 0.15 1.45 md nd nd nd nd nd O.39 3.43
Total 99.48 99,26 100.20 99.84100.03 99.26 99.72 99.31 99.66 99.30
K/Na 1.51 0.79 3.14 2.76 2.36 1,14 2.61 2.40 0.66 0.66
(分析者) 1,2,9,10:滞木 (Nureki,1974;滞木ほか､1982);3,4,5,6,8:高木智- ; 7:倉田宗冶
(標本産地) 1:香川県三豊郡詫間町志志島 (MA78073011,mus･biot-cordgneiss)
2: 同上 (K079072701.mus-blotgneiss,accompaniedbyKfelspots)
3:愛媛県越智郡魚島村江ノ島(TN80-9･4-20.mus･biot-silgneiss)
4: 同上 (TN80･9･4･13,mus-biot-cord-silgneiss,veryrichinK上el)
5:山口県大島郡大島町日見崎 (TN64-6-1511.mus-biot-silgneiss)
6: 同上 (TN84･3･15-5,mus･biot･gar-silgneiss)
7:山口県光市梶取岬 (TN82･10十K4.mus･biot･silgneiss)
8:山口県玖珂郡周東町氷室岳東方(NO83･3-19･10.mus-blot-corund.silgneiss)
9:山口県玖珂郡周東町末東 (TN7202021-4.mus･biot-and-silgneiss,hornfels)
10: 同上 (TN7202022･9.mus-biot-and-silgneiss,hornfels)
(略号) muS:muSCOVlte blot:blOtite cord:cordierite and二andalusite sil:silimanite
Kfel:Kイeldspar gar:garnet corund:col`undum
地域の島峡部の岩石の一部と,中部地方の領家帯や飛騨
帯の岩石を比較 してみる｡泥質岩の化学組成として,
SiO2<70%,CaO<4%の岩石を選んだ｡cao<4%の枠は
領家帯の泥質岩には不要であるが,飛騨帯の分析値には
cao>4%の泥質岩がかなり多数報告されているので,領
家帯の岩石と対比する関係で,制限枠を設けた｡
瀬戸内梅島峡部の岩石は珪線石の濃集した標本を選ん
で分析している｡分析標本の採集地点を第13図に,分析
値を第1表に示した｡主な岩石の鉱物モード組成を第2表
に示 した｡ 第1表 の8,9,10はⅣ帯 (Nurekieta1.,1992)
あるいは池田(waliseta1.,1992)のCordierite-Isubzone
から採取したアルミナに富む岩石である｡第1表の1,2は
志志島の岩石で･A1203-16･28-17･92%(wt)と小さく,
アルミノ珪酸塩鉱物は含まれない｡また,7の岩石は
A1203が14･65%(wt)であるが多量の珪線石を含む｡8の
岩石にはコランダムが含まれる (第2表)｡
中部地方領家帯の泥質岩源変成岩の分析値82個
(Katada eta1.,1963;柴田編,1968;Kutukake,
1976;Asami,1977;Asaml&Hoshino,1980;浅見 ･ほ
か, 1982)をA'KF図にプロットすると,化学組成は
ごく狭い範囲に集中する(第14図)｡比較のために,飛騨
帯の泥質岩源変成岩の化学組成 (相馬,1975;Asaml&
Adachi,1976;Suzuki,1977)をA'KF図にプロットする
と,飛騨帯の岩石は領家帯の泥質岩源変成岩に比べて著
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第2表 瀬戸内海地域に産する特徴的な黒雲母片麻岩のモード組成
SampleNo 3 4 5 6 7 8
Quartz 14.1 6.3 11.1 2.6 243 0.8
Kイeldspar 4.3 38.2 11.0 8.4 13.9 2.4
Plagioclase 9.6 9,1 10.5 12.8 12.5 21.7
Biotite 22.3 14.7 36.0 57.3 32.7 33.7
Muscovite 15.1 10.3 7.3 9.5 3.3 4.8
Cordierite 5.4
Garnet 5.1
Andalusite 0.5
Silimanite ll.4 6/7 15.6 2.4 9.1 0.7
Corundum 0.3
Graphite i.7 0.9 0.8 tr O.6 0.2
Others(Secondaryminerals)Biotite 6.5 5.7 7.6 2,0 3.5 9.119 02 170
Muscovite l 13.1 2.1 0.2 0.1 9.3I
第2表のSaI叩leNoは第 1表のものと同じ｡
others:Oxideminerals(8にはspinelも含まれる).apatite,tourmaline.zircon.
silimaniteにはfibrolite も含まれる｡
しく分散 している (第15図A)｡飛騨帯の岩石の多くは
K20 に富んでいるが, A1203>20%(wt)の岩石は,
A1203<20%(wt)の岩石に比べて,一般にK20に乏しい
傾向がある｡ 岩国一柳井地域と瀬戸内梅島峡部の泥質
岩源変成岩の化学組成 (Nureki,1974; 濡木未発表資
料)は,大体,中部地方領家帯の泥質岩の組成変化の範
囲内に収まる (第15図B)｡瀬戸内海地域の領家帯の泥
質岩も一般にK20に富んでおり,とりわけ,梶取岬と志
志島の岩石は領家帯の平均的な組成よりもK20に富む傾
向がある0第15図B によると,領家帯のA1203 >
20%(wt)の泥質岩の組成はA1203<20%(wt)の泥貿岩の組
成変化の範囲内にあるので,A1203>20%(wt)の泥質岩
はK20%(wt)に注目すれば,飛騨帯の岩石と領家帯の岩
石を識別できるかもしれない｡
5.7 まとめ
柳井地域で定義された slllimanlteZone (Walliset
a1.,1992;Okudairaetal‥1993)の主な鉱物組合せは,
(童青石,ザクロ石)+珪線石+白雲母+黒雲母
+カリ長石+斜長石+石英
で,珪線石がマ トリックス鉱物として現れるのが特徴
(waliseta1.,1992)とされているo sllmanite Zone
の黒雲母片麻岩は古期領家花尚岩にのみ接する産状のほ
かに,次のような特徴が岩国一柳井地域のⅢ-Ⅵ帯の黒
雲母片麻岩とは異なっている｡
1)黒雲母片麻岩の源岩は泥質岩とチャートが主である
が,砂質岩が比較的多量に産出する｡また,石灰岩や凝
灰岩の産出も稀ではない｡泥質岩や砂質岩にはしばし
ば,不規則外形の,珪線石に富む黒雲母片麻岩のパッチ
が兄いだされる｡例えば,燈灘の諸島 (濡木 ･ほか,
1982b),日見崎南海岸 (濡木未発表資料)などに好例が
ある｡
2)片麻岩の摺曲構造は,野外では,等斜橋曲と局部的
なイントラフオリアル摺曲の発達,互いに平行な摺曲軸
面,軸面に平行な滑り面の発達などが認められる｡片麻
岩の稽曲軸面の方位は周囲の古期領家花南岩中の葉状構
造に調和的である (Okamura,1960)0
3)岩石中の残存構造を鏡下で見ると,志志島の黒雲母
片麻岩は軸面努閲に沿って黒雲母が再結晶し,また,カ
リ長石とザクロ石の斑状変晶は努断された後に再結晶し
ている (濡木 ･ほか,1982a)｡同じ特徴のカリ長石は黒
崎 (宮下 ･小松,1993),江ノ島 (濡木未発表資料)か
らも兄いだされている｡
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第3表 岩国一柳井地域 と瀬戸内海地域における領家変成作用の温度一圧力見積もり
T(℃)estimation P (kb) estimation
G1-t-Bt Grt-Crd Cr.t-Crd GAP
T H&L T H&L T H A&P P&H E&E Gh
Garnetzone(柳井) 752 745 782 770 4.8 6.1
(Okudairaeta1.1993) 790 777 827 808 5.2 6.4
zone vlb (柳井) 561 509 565 561 4.5
(乙部､1985) 754 690 787 750 5.5
silimanitezone(柳井) 631 639 3.4 4.6
(Okudairaeta1.1993) 717 701
魚島 514 534 1.93
(瀬尾ほか､1982) 654 687 2.82
志志島 * 658 642
T･Thompson(1976).H&L:Holdaway&Lee(1977).H:Hutcheonetal.(1974),
A&P:Aranovich&Podlesski(1983),P&H:Powel&Holand(1988).E&E:Edwards&Esserle(1988),
Gh.Ghent(1976) *･滞木ほか (1982a)の第1表をもとに新たに計算した｡
4)sllilnanlteZoIle に属する黒雲母片麻岩の造岩鉱
物のうち,董青石の産出は稀で,ザクロ石が普通に産出
する｡また,塩飽諸島の片麻岩には例外的にA12SIO5鉱
物が含まれない｡江ノ島の珪線石にはznに富むスピネル
が含まれることから,古い十字石の変成反応によって珪
線石が新たに生成された,と主張された (瀬尾 ･ほか,
1982)U
5)sillmanlteZone に属する黒雲母片麻岩中の,ザ
用して,SlllmanlteZoleの変成作用は530-710℃,2-4kb
程度 (okudalraeta1.,1993;瀬尾,1982;濡木 ･ほか,
柳井地域で古期領家花尚岩に囲まれ,当地域の最高変成
度を示すⅥb帯 (乙部,1985; Nurekleta1.,1992) あ
るいは GarnetZone(Okudalraeta1.,1993) の変成温度
ている(第3表)0
6)現時点では,瀬戸内海地域の黒雲母片麻岩と領家
帯一般の黒雲母片麻岩を化学組成によって区別する理由
は見あたらない｡しかし,A1203に富む黒雲母片麻岩に
ついて,飛騨帯の岩石と領家帯の岩石を比べれば,領家
帯の岩石は明らかにK20に富む傾向がある (第15図)O
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6. 考察
播磨灘以西の,瀬戸内海地域の領家帯の大部分は領家
花尚岩によって占められ,領家変成岩類がまとまって分
布しているのほ岩国一柳井地域だけである｡他地域では
変成帯として研究出来るような変成岩の広がりは見られ
ない｡
山口県東部の玖珂層群と呼ばれているジュラ紀付加帯
は,もともと,瀬戸内海の北岸沿いの地域から四国地方
の中央構造線まで,広く分布していたのであろう (第4
図)｡しかし現在では,後期白亜紀に貫入した広島花属岩
や領家花尚岩の上昇と共に削剥されてしまい,瀬戸内梅
島峡部や四国地方の諸処に点々と残存し,分布している
に過ぎない｡
ジュラ紀付加帯は主に泥質岩,チャート,砂質岩が主
な岩石であるから,領家変成岩類は黒雲母片岩と黒雲母
片麻岩のいずれかで代表される｡
岩国一柳井地域をはじめ島峡部の黒雲母片岩の一部は
広島花尚岩による接触変成作用を受けているが,島峡部
の片岩の大部分は新期領家花蘭岩による接触変成作用を
受けている｡また,岩国一柳井地域の黒雲母片麻岩は広
域にわたって新期領家花尚岩による接触変成作用を受け
ているが,島峡部の黒雲母片麻岩が同じように接触変成
作用を受けたかどうかはまだよく研究されていない｡
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岩国一柳井地域の黒雲母片麻岩は,由宇川流域で領家
花尚岩によって南北に分断され,北側のⅢ-V帯の片麻
岩ブロックと,南側のⅥ帯 (乙部, 1985;Nurekiet
a1.,1992),Cordlerlte-Ⅲsubzone(Ikeda,1991),あるいは
GarnetZone(Okudairaetal,1993)などと呼ばれている帯
に分かれる｡また,北側ブロックの,Ⅱ帯の黒雲母片岩
とⅢ帯の黒雲母片麻岩の間には断層が予想されるが,Ⅰ
管-V帯の岩石は玖珂層群を源岩とする変成岩であろ
う｡この地域ではⅠ帯-Ⅴ帯の岩石は花尚岩類に対して
ルーフ状に広がり,南側ほど下位層準にあたると推定さ
れる｡
Ⅵ帯の片麻岩は古期領家花蘭岩の包有岩体状に産する
と同時に,岩体自身が1つの ドー ム状構造をなしている｡
しかし,この ドー ム状構造の両翼側にはⅢ-V帯の岩石
ではなく,sillmaniteZoneの岩石が現れる｡
Ⅵ苛を囲む古期領家花尚岩 (-蒲野花尚閃緑岩)は貫
入時に片麻岩と共に上昇しているので,Ⅵ帯の岩石は,
元来,Ⅴ帯の片麻岩よりも下位の層準の岩石であったと
考えられる｡しかし,Ⅵ帯の岩石がⅠ-Ⅴ帯の岩石と同
じ玖珂層群に属する,と結論出来る確かな証拠はない｡
他方.岩国一柳井地域の変成作用はⅠ帯の黒雲母片岩か
らⅥ帯の黒雲母片麻岩まで,1つの累進的変成作用を受け
ていると考えられる (waliseta1.,1992;Nurekleta1.,
1992)ので,領家片麻岩形成期には,Ⅰ-Ⅵ帯の岩石が
連続していたのは明らかである｡そこで,私も従来の考
えに従って,卜--Ⅵ帯の領家変成岩の源岩はすべて玖珂
層群に属し,Ⅵ帯の岩石は岩国一柳井地域における最下
部層であろう,と考えておくO
次に,瀬戸内海地域の黒雲母片麻岩は,産状によって
大きく2つのグループに分けられる｡1つは片麻岩が新期
領家花南岩に接 しているか,包有されている場合,他は
片麻岩が古期領家花嵐岩によって完全に囲まれて,包有
岩体状に産する場合である｡最初のグループの黒雲母片
麻岩は分布が狭く,斎島 (端山ほか,1975),香川県津
田町 ･橘町 (沓掛ほか,1979;大平,1976)などで認
められる (第4図)｡これらの岩石の変成度は,董青石帯
-第1･第2珪線石帯であり,岩石構造も考慮して,岩
国一柳井地域のⅢへV帯に対比される｡鏡下の特徴は接
触変成作用を蒙った片麻岩 (Rl帯)に似ている｡このグ
ループの黒雲母片麻岩に連続する黒雲母片岩は兄いださ
れていないo
もう1つのグループは山口県東南部の沿岸地域,柳井市
の室津半島部,屋代島,健灘の高井神島 ･魚島 ･江ノ
良,塩飽諸島の志志島 ･亀笠島などで認められる(第4
図)0 (塩飽諸島の場合は花尚岩の露出がなく,少し疑
問が残る｡)このうち,比較的詳しく研究されている梶
取岬 (okamura,1960), 長崎 ･黒崎 (宮下 ･小松,
1993),日見崎 (okamura,1960;岡村,1967),江ノ
良 (濡木 ･ほか,1982b),志志島 (濡木 ･ほか,
1982a)の黒雲母片麻岩は,鉱物組合せと岩石構造に関
して沢山の共通点を持っている｡それらの黒雲母片麻岩
の鉱物組合せは, SilimanlteZone(Walisetalリ1992;
okudairaeta1.,1993)に対比され,また,数カ所で変成
作用の重複が推定されている｡silimaniteZoneの岩石
は,岩国一柳井地域における最高変成度の,Ⅵb帯の黒雲
母片麻岩よりも,少し低温 ･低圧の条件下で形成されて
いる (第3表)0
sillmaniteZoneの岩石の構造は,軸面片理と等斜橋曲
の発達,2種以上の稽曲構造の重複,稽曲軸面に沿う勢断
と再結晶作用などの特徴が認められ,また,接触した古
期領家花尚岩の葉状構造と片麻岩の摺曲軸面がよく調和
している｡瀬戸内梅島峡部を中心に分布している,これ
ら黒雲母片麻岩の岩石構造は,岩国一柳井地域のⅢ-Ⅵ
帯の黒雲母片麻岩では一般に認め られない｡池田
(waliseta1.,1992)は,sllimaniteZone の鉱物組合
せが岩国一柳井地域における累進的変成作用の一部であ
る,と考える積極的な理由はない,と主張している｡私
もそう考える｡
瀬戸内梅島峡部では,黒雲母片岩は新期領家花尚岩の
ルーフ岩体として, SilimaniteZoneの片麻岩は古期領
家花尚岩の包有岩体状に,さらに,古期領家花尚岩体自
身も新期領家花南岩の包有岩体状に,いずれも,点々と
分布している (第4図)｡従って,黒雲母片岩とsillman-
iteZone の黒雲母片麻岩の源岩について,地質学的ある
いは岩石学的な連続関係を明らかにすることは出来な
い｡
私は,SillmaniteZone の黒雲母片麻岩は.玖珂層群
に由来する黒雲母片麻岩 (Ⅲ-Ⅵ帯)とは変成作用の系
列と歴史を異にする,別の,未知の地質単元から由来し
たと推定する｡前者は,恐らく,後者の下位にあった地
質体であろう｡そして,この地質体は領家帯の花尚岩活
動が開始される以前に,すでに,1つの変成作用を終え,
少なくとも現在の瀬戸内海地域の地下に拡がっていたの
であろう｡この地質体の連続が,現在,日本列島の他の
地域に分布しているのかいないのか,私にはまだ判らな
い
瀬戸内海地域領家帯の黒雲母片麻岩の源岩
瀬戸内海地域における領家帯の主役は花尚岩類,特に
新期領家花尚岩,であって変成岩類ではない｡岩国一柳
井地域で兄いだされた累進変成作用は瀬戸内海地域では
発達しなかったと推察される｡従って,最高温度軸にあ
たるような変成帯の帯状配列は最初から存在しなかった
のであろう｡
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